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伊勢湾の主な航行方法等

航跡例（VLCC） 航跡例（LNG船） 航跡例（その他船舶）

伊勢湾シーバース 伊勢湾第六号灯浮標

伊勢湾第五号灯浮標

伊勢湾第三号灯浮標

伊勢湾第二号灯浮標

伊勢湾第一号灯浮標

伊勢湾第四号灯標

海域利用者相互での申し
合わせにより、船種等に
よって自主規制航路が設
定されています。

大型船は視界不良等により伊
良湖水道航路入航が制限され
て待機することがあります。
北航船：伊勢湾第一号灯浮標に至らない海域で一般

船舶の通航路を避けた安全な場所
南航船：伊勢湾第三号灯浮標に至らない海域で一般

船舶の通航路を避けた安全な場所

四日市港

名古屋港

四日市港

名古屋港
名古屋港もしくは四日市港
と伊良湖水道との間を北航
又は南航する総トン数500
トン以上の船舶は航行方法
が決まっています。

伊良湖水道航路では操業中などの
漁船も巨大船と衝突の恐れがある
場合は、巨大船の進路を避けなけ
ればなりません！

● 全長300m以上の
原油輸送船舶

● 昭和四日市シーバ
ースや伊勢湾シー
バース等に入港

● 喫水が深いため航
行できる海域が限
られる

● 急な停止、方向転
換が困難

● VLCCやLNG船
の他に、コンテ
ナ船、自動車専
用船、フェリー
・RORO船（定
期便）、旅客船
などが航行して
います。

● 液化天然ガス(LNG)
を運送する船舶

● 四日市港や名古屋港
に入港

● エスコートボート
（タグ）が前方を警戒
● タンクの死角により
周辺が見えにくい

● LNG運搬船は約３種
類（メンブレン型、
モス型、さやえんど
う型）

＜海上交通安全法　第三条第２項＞
航路外から航路に入り、航路から航路外に出、若しくは航
路を横断しようとし、若しくは航路をこれに沿わないで航
行している漁ろう船等又は航路で停留している船舶は、航
路をこれに沿つて航行している巨大船と衝突するおそれが
あるときは、当該巨大船の進路を避けなければならない。

水先人の乗船位置（パイロットステーション）は決
まっており、以下の船舶が水先人乗船の対象です。
水先人乗下船のため、船舶が減速・変針します。

自主規制航路
VLCCの場合
四日市港又は仮錨地に向かうLNG船の場合
総トン数500トン以上の船舶の場合

海上交通安全法適用海域境界
伊良湖水道航路

海上交通安全法適用海域境界
伊良湖水道航路

北航船
南航船

・総トン数10,000トン以上の船舶
・その他（水先を要請した船舶）

パイロットステーション

左舷標識
右舷標識
安全水域標識
海上交通安全法適用海域境界
伊良湖水道航路

漁ろう船の避航関係例

巨大船を避航！

巨大船

漁ろう船

入湾船舶
出湾船舶
海上交通安全法適用海域境界
伊良湖水道航路

入湾船舶
出湾船舶
海上交通安全法適用海域境界
伊良湖水道航路

( 地理院タイルを加工して作成 ) （地理院タイルを加工して作成） （地理院タイルを加工して作成）( 地理院タイルを加工して作成 ) （地理院タイルを加工して作成） （地理院タイルを加工して作成）

( 一般財団法人日本水路協会 new pec データ使用 )( 一般財団法人日本水路協会 new pec データ使用 )（一般財団法人日本水路協会 new pec データ使用）（一般財団法人日本水路協会 new pec データ使用）（一般財団法人日本水路協会 new pec データ使用）（一般財団法人日本水路協会 new pec データ使用）

大型原油タンカー （提供：株式会社 商船三井）

自動車運搬船 (PCC)
（提供：株式会社フジトランスコーポレーション）

フェリー（定期便）（提供：伊勢湾フェリー株式会社）

LNG船 （提供：株式会社 商船三井）

入湾船舶
出湾船舶
その他船舶
海上交通安全法適用海域境界
伊良湖水道航路




